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本日の構成

１.GIGAスクール構想について
２.GIGAスクール構想における藤沢市の整備
３.導入機器の活用
４.今後の取組と課題
５.学校への支援体制



1.GIGAスクール構想について



1.1GIGAスクール構想とは①

Global and Innovation Gateway for All

（文部科学省GIGAスクール資料から抜粋）



1.2 GIGAスクール構想の背景①



1.2 GIGAスクール構想の背景②



1.2 GIGAスクール構想の背景③



1.3 GIGAスクール構想と新型コロナウイルス

GIGAスクール
構想公表
（R01.12）

新型コロナウイ
ルス感染拡大
（R02.2）

一斉休校
（R02.3）

GIGAスクール
構想の加速
（R02.4）



2.GIGAスクール構想における藤沢市の整備について



2.1 藤沢市の整備端末（小学校）

Windowsタブレット
（これまでに整備した端末）

Chromebook

（ノートPCタイプ）

Chromebook

（タブレットタイプ）

低学年 中高学年



2.1 藤沢市の整備端末（中学校）

Windowsタブレット
（これまでに整備した端末）

Chromebook

（ノートPCタイプ）



2.1 藤沢市の整備端末（特別支援学校）

iPad



2.2 ネットワーク増強整備

これまでの学習用ネットワーク環境

インターネット

防災センター

インターネット

整備後の学習用ネットワーク環境



2.3 授業支援ソフト

Google Workspace for Education
⮚ オフィス機能（文書作成、表計算、プレゼンテーション等）
⮚コミュニケーションツール（ビデオ会議、共同編集）

ロイロノート
⮚ シンキングツール
⮚ 協働学習ツール



2.4 クラウドシステムの活用

どこでも
同じ情報が共有できる



3.現在の取り組みについて



3.1 実際に授業で使用している場面をご覧ください。

（1）本町小学校
https://youtu.be/_a62_GZ52Aw

（2）秋葉台中学校
https://youtu.be/xHLo_6MzuMU

https://youtu.be/_a62_GZ52Aw
https://youtu.be/xHLo_6MzuMU


3.2 緊急時でもオンラインを活用して学習保障するために
第５波以降の取組

教育委員会より
〇「オンライン配信等による学習保障」 学校へ通知

〇「１人１台端末を活用した家庭での学習について」 保護者へ文書送付
学習課題の配信、授業のライブ配信、オンデマンド配信（録画配信）
家庭での協力を依頼

〇通信環境の整っていない家庭にモバイルWi-Fi
ルーターの貸し出し

〇教員がオンライン学習を行う際等の人的支援として
補正予算で介助員の時数を追加配当



3.2 緊急時でもオンラインを活用して学習保障するため
に
第５波以降の取組

各学校が実施

〇Wi-Fi接続環境調査（自宅でWi-Fiに接続しＧoogleアカウントでログイン）

〇GoogleMeet接続テスト（自宅と学校をつなぎ顔を見ながら会話する）

〇GoogleGlassroomを使用（端末を使用して課題のやり取りに慣れる）
９月１５日(水) 今日の時間割

時間 科目など 内容 欠席したとき

８：１５～８：３
０

登校
健康観察

健康調査票の記入をお願いします。 ８：２５になったら

ミートに参加しましょう。

１時間目 社会

ノートまとめ

「自然災害にそなえるまちづ
くり」

教科書はP８２～ポイントは、次の
通り。

・県や市区町村はどんなことをす
るか。

２時間目 算数 わり算 計算ドリルはP１３～



3.3コロナ禍にやむを得ず登校できない児童生徒への学習支援

自宅待機している児童と教室をオンラインでつないだ例（GoogleMeet Live配信）

朝の会の配信 授業のLive配信



3.3コロナ禍にやむを得ず登校できない児童生徒への学習支援

自宅待機している生徒への授業配信 中学校の例（GoogleMeet Live配信）

授業のLive配信 黒板と教員の映像を常時配信



4.今後の取り組みと課題



4.1 これからの未来は

5年・10年先に子どもたちにとって何が必
要かを考える必要がある。

アナログ中心 デジタル中心or

情報活用能力を教科横断的に育成



4.2 情報リテラシーと情報モラル①



文部科学省ICT教育活用アドバイザー平井聡一郎氏

とにかく使ってみる！

学校は失敗できる場所

4.2 情報リテラシーと情報モラル②



5.学校への支援体制



5.1 ICT支援員

• 授業におけるICT機器の準備・片付け
• ICT機器のメンテナンス
• 情報リテラシー指導
• 情報モラル指導
• 児童生徒、教職員のICT機器操作支援
• 学校ホームページ更新作業
• トラブル発生時切り分け作業
• アカウント管理サポート

など

ICT支援員の主な業務



5.2 情報共有（チャット）



5.4 これから

▶パイロット校での実践を始めとした良好事例の共有

▶ ICT支援員の支援の充実

▶教職員への研修


